
第二十四号（2008年）
特集 ＃忠類商店物語

＃人名 ＃地名 ＃その他

＃糠内地区の商店今昔 ＃島倉和子 ＃池田町千代田 ＃お買物アンケート ＃札幌陸運局

＃末広食堂 ＃糠内市街の形成 ＃尾畑与三郎 ＃止若市街 ＃一村一品運動 ＃開拓保健婦

＃現在三代目店主 ＃職業種別 ＃橋本宇吉郎 ＃中里 ＃手作りハム ＃助産婦

＃村民に愛された店 ＃糠内市街の発展 ＃新田治作 ＃駒畠 ＃手作りハム組合 ＃地域責任業者

＃続けることの努力 ＃市街地の衰退 ＃新田常次郎 ＃美川 ＃ゆり根栽培 ＃村民のライフライン

＃メニュー拡大の道 ＃頑張る商店 ＃高畠松次郎 ＃奥糠内 ＃忠類村ゆり根耕作組合 ＃温泉掘削

＃日々是努力 ＃伊東宗洋 ＃新途別橋 ＃ゆり根ハム ＃アルコ

＃駒畠地区の商店 ＃加藤モト ＃途別 ＃ゆり根羊羹 ＃幕別町図書館

＃新井豆富店 ＃教育 ＃片原利三郎 ＃古舞 ＃むらおこし事業 ＃炭焼き小屋

＃この道五十余年 ＃駒畠郵便局 ＃中村良雄 ＃上稲志別 ＃推進団体 ＃忠類村農業協同組合

＃早朝より丹誠込めて ＃JA幕別駒畠事業所 ＃片原節義 ＃むらおこし実行委員会 ＃Aコープ

＃ファンは広く管外へも ＃堀内勝 ＃特産品開発小委員会 ＃片原商店

＃途別地区の商店 ＃杉坂達男 ＃シンボルマーク ＃組合勘定

＃菅野鉄工場 ＃山本充 ＃ナウマン象 ＃JA忠類直売所

＃創業者菅野国吉氏 ＃おわりに ＃水谷幸男 ＃ゆりとわさびの活用法 ＃武藤商店

＃創業の頃 ＃商工会長賞 ＃道東バス

＃工場の建設 ＃わさび焼酎 ＃農業の機械化

＃二代目誕生 ＃地域に貢献 ＃農地拡大

＃地域の信頼 ＃地域密着型 ＃多角経営


